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秋
も
深
ま
り
め
っ
き
り
日
脚
も
短

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

十
月
二
十
・
二
十
一
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
石
切
神
社
秋
季
大
祭
を
各
諸

団
体
様
、
地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
か
ら
の
御
花
、
大
祭

に
向
は
た
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
支

援
賜
り
、
青
年
団
一
同
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
ご

参
加
頂
き
、
日
下
の
町
が
一
つ
に
な

れ
る
祭
り
は
良
い
行
事
だ
と
、
改
め

て
実
感
致
し
ま
し
た
。
祭
り
を
主
に

活
動
し
て
い
る
青
年
団
で
す
が
、
他

に
年
末
の
夜
警
、
春
に
は
日
下
新
池

の
草
刈
り
、
町
内
一
斉
掃
除
、
夏
に

は
盆
踊
り
の
お
手
伝
い
等
で
、
地
域

貢
献
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
新
し
い
こ

と
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で

興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

日
下
自
治
会会

　
長
　
岸
本
　
光
男

錦
秋
の
候
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
段
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
日
下
自
治
会
運
営
に
格
別

の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
ば
ま
す
。

自
治
会
長
に
就
任
し
、
早
く
も
半

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
新
池
革
刈
に
始

ま
り
、
様
々
な
行
車
や
イ
ベ
ン
ト
、

名
月
祭
も
無
車
に
執
り
行
わ
せ
て
頂

け
ま
し
た
。
一
重
に
皆
様
方
の
賜
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
秋
祭
り
の
季
節
と
な
り

ま
し
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
日
下
太

鼓
台
の
臓
も
見
ら
れ
、
町
の
様
相
も

盛
り
上
が
っ
て
参
り
ま
し
た
。
秋
季

大
祭
も
無
車
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
よ

う
自
治
会
役
員
一
同
、
誠
心
誠
意
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
孔
舎
衛
校
区
連
合
会
文
化

祭
で
は
約
1
3
0
年
の
歴
史
あ
る
太

鼓
台
を
重
要
な
文
化
財
と
し
て
展
示

さ
せ
て
頂
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
日
下
太
鼓
台
は
明
治
中
期
に

作
ら
れ
だ
と
聞
き
及
ん
で
お
り
、
来

年
の
夏
季
大
祭
に
て
見
納
め
と
な
り

ます。日
下
太
鼓
台
新
調
に
於
き
ま
し
て

は
、
日
下
太
鼓
台
新
調
委
員
会
に
対

し
ま
し
て
沢
山
の
寄
付
金
を
ご
協
力

賜
り
、
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

掃
除
を
も
ち
ま
し
て
着
々
と
新
調
に

向
か
っ
て
お
り
ま
す
。
重
ね
て
寄
付

金
に
関
し
ま
し
て
は
平
成
約
年
1
2
月

末
日
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
多
々
益
々
の
ご
協
力
を
伏
し
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
取
組
み
と
致
し
ま

し
て
石
切
鈎
箭
神
社
、
氏
子
総
代
、

各
種
団
体
と
の
協
議
の
上
、
来
年
度

の
夏
季
大
祭
よ
り
、
女
性
青
年
団
員
、

女
子
小
学
生
を
対
象
と
す
る
太
鼓
の

叩
き
手
を
共
に
募
集
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
町
を
挙
げ
て
の

お
祭
り
に
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て

頂
き
、
よ
り
一
層
の
地
域
活
性
化
に

繋
が
れ
ば
良
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
各
種
団
体
の
ご
協
力
の

下
に
協
議
を
重
ね
大
き
な
節
目
の
お

役
を
全
う
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す。
半
年
を
振
り
返
っ
て

女
性
調
度
用
土
∴
佳
子

仲
秋
の
樹
、
皆
さ
ま
お
変
わ
り
な

く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
、
度
重
な
る
災
害
に
襲
わ

れ
、
未
だ
復
旧
作
業
に
遇
わ
れ
て
い

る
昨
今
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま

方
に
は
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
郡
長
と
し
て
半
年
が
過
ぎ
、

総
会
一
斉
清
掃
、
女
性
部
の
活
動

「
食
育
講
座
」
、
名
月
祭
、
秋
祭
り

と
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
御
蔭
で
終
わ

ら
せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
感

謝
申
し
上
ば
ま
す
。

引
き
続
き
、
正
月
祭
、
ど
ん
ど
焼

き
、
ま
た
2
月
に
は
、
女
性
部
の
活

動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
、
回
覧
で
順
次
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
役
員
お
よ
び
委
員
の

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
頂
き
な

が
ら
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

雄
媛
吾
　
則
夫
保
完
久
子

安
康
眞
勇
繁
男
川
里
良
洋

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

子

明
美
孝
次
子
卜
子
也
彦
夫
之
子
雄

子
高
照
好
良
芳
サ
露
勝
良
信
芳
京
基

郁

本
原
醸
瀬
笠
西
瀬
木
島
上
本
田
　
浦
口
尾
井
下
永
末
上
井
固
有
戸
田

中
徳
斎
長
衣
今
酒
鈴
田
川
杉
池
泉
松
田
元
中
松
安
高
田
藤
奥
天
六
芳

椚
町
町
雷
町
町
講
評
町
鵠
町
荒
事
託
町

町
端
端
町
町
町
端
端
町
町
町
瑞
端
町
町
町
端
町
町
町
町
町
端
町
町
端

下
之
之
下
下
下
之
之
下
下
下
之
之
下
下
市
之
下
下
下
下
下
之
下
下
之

白
油
油
日
日
日
池
油
日
日
日
池
油
日
白
布
油
日
日
日
日
日
油
日
白
油

暗
譜
朋
獅
湘
獅
詰
謂
詰
湘
器
諒
湘
諾
詩
誌
獅
如

踊
押
詰
明
明
朗
謂
明
謂
明
謂
明
凋
凋
明
凋
謂
明
朗
明
朗
明

い
た
浸
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
自
治
会
に
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
》

5
月
8
日

5
月
8
日

5
月
3
1
日

石
切
山

9
月
5
日

日
下
町
2
丁
目

南
口
食
膳
拷

日
下
町
1
丁
目

珪
頼
嗣
尋
縁

日
下
町
8
丁
目

誕
風
洞
　
前
の
成
烙
裾

池
之
端
町中

井
恵
美
子
孫
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何時でも、何処ででもスマホで 

8・9月の台風の時には、リアルタイムに 

様々な情報をホームページでお知らせできま 
した。 
H30年5月から介護施設のご案内（バナ 

ー）を追加いたしました。 

くさか地域の介護施設様（現在3施設様） 
賛同のもとデイサービス・ショートステイの 
空き情報をお知らせするはこびになりました 
ので、ご活用してください。 
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多くの倒木と枝が折れて大変危険な状態になっています。 

会で整備できない高木パンドラの丘の「ムクノキ」は市に 
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会活動日：毎月第2日曜日・第4土曜日肌9－m3 

※会活動は東大阪市市民活動サイト“スクラムは～どに 
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◆警報設備◆消火設備
◆避難設備◆メンテナンス

地域社会の防災環境づくりと

より安全より安心な暮らしを提供㊥解式全社かつヂ設備産業
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○有料老人ホームプレミアムビオスの丘
○ケアハウス和久田苑
○老人デイサービスセンタービオスの丘
○グループホーム仁の郷
○グループホーム慈温の郷

的薗陶薗園開閉日
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築山三建設株式会社

代表取搬社長築山義一

本　　　社　東大阪市池之端町1－1
〒579－8002　電話（072）987－2888

FAX（072）984－7889

奈良支店　奈良市中の川町623
〒630－8201

悪霊霊若菜衰

住まいのことなら

しIXIL

リフォームショップ
新石切店

（株）秋田宅建不動産
〒579－8027

東大阪市東山町4－12石切ビルlF

新石切駅より徒歩1分

薗0120－082－062

日
下
老
人
会

会
長
　
満
　
悦
治

清
秋
の
候
、
自
治
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
は
、
益
々
、
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
ば
ま
す
。

平
素
は
老
人
会
の
活
動
に
対
し
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
老
人
会
の
年
間
行
事
で
あ
り

ま
す
カ
ラ
オ
ケ
演
芸
大
会
、
今
年
は

五
月
十
三
日
（
目
）
に
開
催
数
し
ま

し
た
。
今
年
も
例
年
と
同
じ
く
多
数

の
参
加
を
頂
き
、
楽
し
く
、
大
成
功

の
演
芸
会
を
開
催
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
老
人
会
の
も
う
一

つ
の
行
事
と
し
て
会
員
物
故
者
の
回

向
を
九
月
二
日
（
日
）
に
墳
智
院
寺

に
於
い
て
老
人
会
役
員
、
ご
遺
族
様

の
参
列
に
よ
り
執
り
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
秋
の
一
泊
親
睦
旅
を

企
画
致
し
ま
し
た
所
、
参
加
者
が
多

く
十
月
八
日
～
十
月
九
日
に
和
歌
山

県
の
南
紀
す
さ
み
温
泉
へ
行
く
こ
と

に
な
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
『
健
康
第
一
、
長
寿
で

楽
し
い
老
人
会
』
を
目
指
し
カ
ラ
オ

ケ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
等
々
、
交

流
を
深
め
地
域
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
広
め
て
参

り
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
昨
今
、
老
人

会
は
残
念
な
が
ら
会
員
様
の
ご
逝
去

に
伴
な
い
会
員
数
が
減
っ
て
来
て
い

る
現
状
で
す
。
よ
っ
て
六
十
歳
以
上

の
新
規
の
会
員
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

老
人
会
は
皆
様
方
に
喜
ん
で
頂
け
る

様
々
な
催
し
を
企
画
し
て
、
和
気
あ

い
あ
い
と
愉
し
い
老
人
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
加
入
し
て
下

さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

需
謀
議
難
読

代
表
取
締
役
大
西
豊
彦

日
下
町
四
丁
目
丁
四
二
－
一
四
〇

電
話
（
〇
七
－
一
）
九
八
一
－
七
六
七
五
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よう！と指導しています。なお、動物指導

センターからは、「愛護動物※をみだりに

傷つけたり、遺棄することば犯罪です○罰

則が強化され、みだりに傷つけた者は2年

以下の懲役又は200万円以下の罰金に処せ

られます。また愛護動物を遺棄した者は、

100万円以下の罰金が処せられます○絶対

に、捨てたり、著を加えたりしてはいけま

せん。（環暁省）」との注意喚起もされて

います。東大阪市

では野良猫には不

妊手術の助成金が

出ます。また、猶

の捕獲器は、動物

病院で貸してもら

えるところがあり

ます。

（※注：愛護動物とは、家畜やペットとして飼われていた

犬、猫、牛、豚、ヤギ、イ工ウサギ、鶏、アヒルなど○これら

は大刺こ扱う必要があります。なお、カラスも法的には一応の

保護がされていますが、それは全く別の法律に困りますので、

詳可をもらって駆除可能です。）

1，メス猶を捕獲して避妊手術をして、こ

れ以上可哀想な子猫が生まれないように

するTNRをしています（TNRとは、

Trap：捕獲し，Neuter：不妊去勢手術を

行い，Retum：元の場所に戻すこと）○

その間として耳先をさくらの花びらのよ

うにV字カッ下します。耳をカットして

「サクラネコ」にしないと、再度捕獲さ

れてしまうからです。

2．もし、子猫が生まれてしまったら、捕

獲して里親を探す。

3．病気の猶は保護して様子を見る○

などのボランティア活動を行っています0

東大阪市の動物

指導センターから

は、無責任な餌や

りはやめて、餌を

あげたら片づける、

糞の後始末をする、

不妊手術もしまし

最近は、空前の猶ブームと言われ、猫を

飼う人がとても増えていますCでも、その
一方で、捨てられたり、外飼いなどで迷子

になったりして、野良猫として生きていか

なくてはならない猫も増えています。今後

は益々、猶のトラブルが増えるのではない

でしょうが。そこで、最近、「地域猶活

動」をしている人が少しずつ現れてきてい

ます。「地域猫活動」とは、地域の問題と

して飼い主のいない猫を住民やボランティ

アなどが共同管理することで、最終的にそ

のような猫をなくすことを目標とした活動

のことです。

例えば、日下新池では、

印名 �安お �撼 �…み や 員竃た � �職 業眼曇 詰料般 �230 階名 �食 刷刺 �∴差遣：薫 �����王蒲 �識 語と 鷲ん 

駄∵一統に �窪松歯剛 燕本科 輔 i �盤 ���三大三 三狂う 
∴： 田岡茜要す甘 

鐸蕃 
日下店TELO72（981）0523 ��イ＿ 詩萱院 

頑
張
り

ま
す
の
で
自
治
会
の
皆
様
の

t
，
ノ

′
”
u
Oよだ会治目下日

日
下
防
犯
委
員
会

委
員
長
　
河
合
　
幸
喜

清
秋
の
候
、
自
治
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
防
犯
活
動
に
ご
協
力
頂
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
も
早
く
も
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
5
月
の
町
内
美
化
運
動
に
始

ま
り
、
東
大
阪
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
警

備
・
防
犯
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ひ
っ

た
く
り
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
全
国

地
域
安
全
運
動
大
会
等
各
種
行
事
へ

の
参
加
等
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た。
ま
た
、
7
月
か
ら
8
月
末
ま
で
の

夏
季
夜
警
に
際
し
ま
し
て
は
、
皆
様

方
の
ご
協
力
の
も
と
、
無
事
終
え
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

枚
岡
警
察
署
管
内
の
犯
罪
発
生
状

況
で
す
が
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
自
動
車
盗
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
・

自
転
車
盗
・
車
上
狙
い
な
ど
の
犯
罪

が
日
下
町
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
申
、
少
し
で
も

皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
様
、
防
犯

委
員
一
同
、
カ
を
合
わ
せ
防
犯
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の

程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
下
消
防
団

団
長
　
南
口
　
勉

清
秋
の
候
、
自
治
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
消
隣
国
活
動
に
ご
協
力

賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
蔓
、
日
下
消
防
団
で
は
火
災

の
出
動
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
台
風
に
よ
る
出
動
が
数
回
お
り

ま
し
た
。

避
難
場
所
の
情
報
は
自
治
会
か
ら

の
案
内
に
も
出
て
お
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
日
頃

か
ら
の
準
備
、
そ
し
て
、
自
分
と
家

族
を
守
る
た
め
、
有
事
の
際
に
は
早

め
の
避
難
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
と
え
被
害
が
な
か
っ
た
と
し
で
も
、

避
難
訓
練
と
思
え
ば
、
い
つ
か
役
に

立
つ
時
も
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

消
随
団
は
地
域
の
安
心
安
全
の
為
、

地
域
の
盛
り
上
が
り
の
為
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
が
、
次
年
度
か
ら
我
々

と
活
動
し
て
く
れ
る
方
を
大
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
消
防
団
活
動
を
通
し

て
、
沢
山
の
仲
間
が
で
き
た
雷
が
、

私
が
嬉
し
か
っ
た
一
番
の
事
柄
で
す
。

少
し
で
も
、
ご
興
味
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
日
下
自
治
会
ま
で
お
聞
合
せ
下

さい。今
後
も
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
下
子
と
も
会

会
長
　
夏
目
　
英
樹

平
素
は
、
子
ど
も
会
活
動
に
ご
支

援
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

子
ど
も
会
で
は
、
子
供
を
一
番
に

考
え
子
供
の
笑
顔
が
増
え
る
活
動
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
プ

ー
ル
解
放
、
納
涼
大
会
等
の
行
事
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
子
供
達
が

楽
し
ん
で
い
る
姿
に
私
た
ち
も
嬉
し

さ
を
感
じ
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で
は
、
練
習
、

大
会
な
ど
に
参
加
し
、
楽
し
く
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
通
じ
て
、
子
供
達
の
体
力
作
り
、

精
神
力
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
宝
で
あ
る
子
供
た

ち
の
健
全
な
育
成
を
願
い
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

今
年
度
も
残
り
半
分
と
な
り
ま
し

た
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
苦
し
遊
び
、

お
別
れ
遠
足
な
ど
の
行
事
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
ど
の
行
事
も
、
参
加

し
た
子
共
た
ち
は
、
笑
顔
で
帰
っ
て

行
か
れ
ま
す
。
1
2
月
ま
で
は
今
年

度
の
会
員
を
募
集
・
受
付
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
、
入
会
、
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

東
大
阪

ほ
た
る
の
川
づ
く
り
の
会

会
長
　
足
立
　
郁
夫

盛
り
上
っ
た
石
切
神
社
秋
祭
り
も

無
事
終
了
し
平
穏
な
生
活
に
戻
り
つ

つ
あ
る
今
日
こ
の
頃
、
皆
様
に
は
お

変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
に
し
て

も
今
年
の
夏
か
ら
秋
口
に
か
け
て
の

猛
暑
と
二
度
の
台
風
！
　
自
然
に
は

逆
ら
え
な
い
と
は
言
え
最
近
の
地
球

環
境
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
来
年
は
何
事
も
無
い
年
に
と
切

に
祈
る
の
み
で
す
。

ホ
タ
ル
公
園
も
今
回
の
台
風
で
か

な
り
荒
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
の
会

員
に
よ
り
後
始
末
は
無
事
終
わ
り
ま

し
た
が
、
ふ
と
ホ
タ
ル
は
来
年
飛
び

交
っ
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
思
い

ま
し
た
。
ホ
タ
ル
が
育
ち
、
ホ
タ
ル

を
通
じ
て
環
境
の
大
切
さ
を
子
供
た

ち
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
行
く

こ
と
が
私
た
ち
会
員
の
役
割
と
心
得

て
お
り
ま
す
が
、
自
然
が
相
手
で
は

何
と
も
し
が
た
い
と
今
回
も
痛
感
し

ま
し
た
。
何
は
と
も
あ
れ
来
年
も
ホ

タ
ル
公
園
周
辺
で
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が

◆
輯
集
後
記
◆

皆
様
の
ご
協
力
で
『
日
下
自
治
会
だ
よ
り
』
を
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
よ
、
今
唱
も
発
雷
す
る
工
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感

見
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
会
員
一
同
っ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
聞
委
員
一
同


